
集計結果 評価 分析（成果）（課題と改善策）

(児童アンケートの結果)
児童　ア+イで
　　　　　　　９２％
（職員アンケートの結
果）
職員　ア
　　　　　　　１００％

A

（成果）
　児童アンケートでは、肯定的な意見が９割以上であった。「人が困ってい
たら助ける」ということに関して、道徳の授業だけでなく、他教科、行事や
日常生活の中で繰り返し指導してきた結果だと考えられる。
　道徳の授業一時間一時間で振り返りを行い、その授業で考えたことや自ら
の生き方について見つめ直すことを、どの学年でも行うことができているこ
とも児童の道徳性を育むことにつながっている。
（課題）
　児童アンケートで、「進んで助けている」と回答している児童が９割以上
であるが、まだまだ日常生活の中で助け合いができていない場面も見られ
る。授業だけでなく、日常の助け合いが必要な些細な場面を取り上げ、児童
にどのような行動が望ましいの考えさせていきたい。

（成果）
いじめに関わる毎月のアンケートや各種アンケート，さらにその結果に応じ
たきめ細やかな対応を行った。毎月の児童理解の会では，気になる児童の情
報を全体で共有し，いじめや不登校の未然防止に取り組んでいる。７月には
生活委員会主催による「いじめ撲滅集会」が行った。児童の中に，いじめを
なくそう・いじめは絶対に許さないという意識を今後も育てていきたい。
（課題・改善点）
　高学年児童を中心に，生活委員会が提案する，児童会生活目標を意識して
生活している児童が増えてきている。目標を意識できたかどうか自分を振り
返る時間を少しでもとれるよう工夫していきたい。また，生活が「よりよく
なった」という実感を持たせる工夫を委員会活動で取り入れていきたい。

【規範意識を高める】
社会的なルールやきまりを守る
意識を高め，いじめや暴力行為
のない学校をつくる。

（達成目標）
（保護者アンケート）
「学校は，いじめや暴力行為のない学校づくりに努めていると
思いますか。」
ア　そう思う　　イ　どちらかといえばそう思う
ウ　あまり思わない　エ　思わない
（児童アンケート）
「児童会生活目標が守れましたか。」
ア　できた　　イどちらかといえばできた
ウ　あまりできなかった　　エ　できなかった

児童アンケート・
保護者アンケートともに
Ａ…ア＋イが９５％以上
Ｂ…ア＋イが８５％以上
Ｃ…ア＋イが６５％以上
Ｄ…それ以下

(児童アンケートの結果)
児童　ア＋イで
　　　　　　９６％
(保護者アンケートの結
果)
保護者　ア＋イで
　　　　　　９７％

A

(家庭学習調査結果)
家庭学習強化週間記録カードをもとにした，家庭学習の
目標（低学年２０分・中学年４０分・高学年６０分以
上）達成者数
ア　８０％以上　　　　　　イ　７０％以上
ウ　６０％以上　　　　　　エ　６０％未満

Ａ…ア
Ｂ…イ
Ｃ…ウ
Ｄ…エ

(家庭学習強化週間記録
カードの結果）
目標時間達成者は55名
で71.4％
 低24/26
 中17/26
 高14/23

B
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【道徳教育の充実】
　自分を見つめ相手の立場を考
え，仲良く助け合う児童を育成
する。
（道徳の授業－道徳の授業では、
振り返りを書いて、ノートに貼っ
ている。）

（児童アンケート）
「人が困っているときは，進んで助けている。」
ア　そう思う　イ　どちらかと言えばそう思う
ウ　どちらかと言えばそう思わない　エ　そう思わない
（職員アンケート）
「道徳の授業では、殆どの時間振り返りを書いてい
る。」
ア　９割以上行っている　　イ　９割未満

児童・職員アンケートで
A…児ア＋イが90％以上か
つ職アが100％
B…児ア＋イが80％以上か
つ 職ア90％以上
C…児ア＋イが70％以上か
つ 職アが80％以上
D…それ以下

（成果）
　低学年では92.3％、中学年では65.3％、高学年では60.8％の達成率
であった。低学年では，高い達成率となっていた。家庭の協力を得な
がら、家庭学習の習慣づけがされつつある。引き続き、家庭学習習慣
の形成を家庭と共に進めていく。
（課題・改善点）
　低学年と比較すると、中・高学年の達成率下がっている。低学年か
らの指導の積み重ねはあるが、保護者の手が少しずつ離れてきたとき
に、家庭学習の習慣が崩れがちである。家庭での声掛けを継続しても
らうよう保護者に伝えていくとともに、学年に応じた家庭学習時間に
取り組めるよう宿題の種類や量を調節していく。

A

（成果）
　児童アンケートで、肯定的な回答の割合が低学年は１００％と高く、学校で学ぶこと
を楽しいと感じている。高学年においても８８％と高く、とても意欲的であると感じら
れる。保護者アンケートからも同様の結果が出ていることから、ほぼ学校に対する評価
は高いと思われる。
（課題・改善店）
  児童アンケートから「先生は私たちの思いを聞いてくれる」や「勉強や運動で頑張っ
たことを、先生はほめてくれる」の項目で高い評価が見られるように、児童が学校へ来
ることを楽しみにしていることが影響を与えていると思われる。さらに児童の学力向上
をめざし、教職員が一丸となって児童一人ひとりに寄り添ったきめ細かな指導をしてい
くことが、より学ぶことの楽しさにつながっていくと思われる。
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【主体的に課題解決する児童の
育成】（学校研究）
　主体的に学び，課題解決へと
つなげることができる児童を育
成する。

(児童アンケート）
「単元で学んだことを，他の課題に生かすことができま
したか。」
ア　できた　　　　　　　イ　だいたいできた
ウ　あまりできなかった　エ　できなかった
(教職員アンケート）
「単元の中で、児童は、課題を見つけていましたか。」
ア　見つけていた　　　　　　　イ　だいたい見つけていた
ウ　あまり見つけていなかった　エ　見つけていなかった

児童アンケート・教職員アン
ケート
Ａ（児・教）ア＋イが90％以上
Ｂ（児・教）ア＋イが80％以上
Ｃ（児・教）ア＋イが70％以上
Ｄ それ以下

(児童アンケートの結果)
児童　ア＋イで
　　　　　　８８％
(職員アンケートの結果)
教職員　ア＋イで
　　　　　　１００％

B

（成果）
　児童アンケートによると，高学年は「ア＋イ」で８０％，低学年で９６％になってい
る。このことから，概ね児童は単元で学んだことを他の課題に生かしていることが分か
る。特に低学年においては、「３問チャレンジ」で多くの問題を解いたり，他教科と関
連付けたりした学習が効果的だったと思われる。教職員は「単元の中で，児童は，課題
を見つけていましたか」の問いに対して，肯定的な回答が１００％をだった。昨年度か
らの取組について十分な共通理解が図られ，意欲的に授業改善を進めていることが分か
る。
（課題・改善点）
　昨年度の同時期の結果と比較すると，高学年の肯定的評価がマイナス１８％となっ
た。本校が継続してきた「単元まるごと活用」の授業について高学年を中心に推進する
ために校内研修を充実させる必要がある。また、カリキュラムマネジメントの視点か
ら，算数の学習内容と他教科との関連を見通した授業づくりをしていく。
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【学びが楽しい学校づくり】
　体験活動や学び合いを充実さ
せ，学習への意欲の向上と自己
肯定感を高める。

（児童アンケート）
「学校で学ぶことは，楽しいですか。」
ア　楽しい　　　　　　イ　だいたい楽しい
ウ  あまり楽しくない　エ　楽しくない
（保護者アンケート）
「子どもは学校へ意欲的に登校していますか。」
ア　意欲的に登校している。イ おおむね意欲的に登校している。

ウ　あまり意欲的ではない。　エ 意欲的ではない。

児童アンケート・
保護者アンケートともに
Ａ…ア＋イが９０％以上
Ｂ…ア＋イが８５％以上
Ｃ…ア＋イが８０％以上
Ｄ…それ以下

（児童アンケートの結
果）
　　　９３．５％
（保護者アンケートの結
果）
　　　９６．１％

【家庭学習の確立】
　保護者と連携し，子どもたち
の学習習慣を確立する。

平成３１・令和元年度　学校評価（自己評価と分析・改善策）及び学校関係者評価(中間) 　　　　　　　　　令和元年８月

本年度重点目標 評価指標 判定基準



ア＋イ…91％
ウ…8％

（成果）
　昨年度より継続して、目標を県教委提示のものより上げて、時間外
勤務‐月６０時間以内とした。昨年度に続き、正規級外教諭が配置さ
れているため、目標が達成されているという見方もできる。また、校
務分掌が比較的バランスがとれ、偏ったものにならなかったことも大
きい。
（課題・改善点）
　これまで当然取り組むべきだと思われているものに対し、改めて意
義を問い、継続・発展・削減のいずれにするのか検討することが必要
である。

評価：　A　達成　　　B　おおむね達成　　　C　・　D　改善が必要　　

業
務
改
善

【業務改善】
 月当たりの時間外勤務時間
を、６０時間以内にする。８０
時間を超える職員を０にする。

ア：月当たりの時間外勤務時間が６０時間以内の職員が
   ８０％、６０～８０時間の職員が２０％
イ：月当たりの時間外勤務時間が６０時間以内の職員が
   ７０％、６０～８０時間の職員が２０％、８０～
   １００時間の職員が１０％
ウ：月当たりの時間外勤務時間が６０時間以内の職員が
   ６０％、６０～８０時間の職員が、２０％、８０～
   １００時間の職員が２０％
エ：C評価規準より上回る箇所がある

　※算出は、該当職員数×月数をベースにする。

Ａ…ア
Ｂ…イ
Ｃ…ウ
Ｄ…エ

４月：６０時間超えは２
名
５月：６０時間超えは０
名
６月：６０時間超えは０
名
７月：６０時間超えは０
名

４１/４３名＝９５.３％

A

A

（成果）
　ほとんどの職員が，環境整備に努めていると回答している。
　また、昨年及び今年度の職員作業による資料室等の整理整頓や児
童・教員それぞれ環境整備により、校内環境の維持がされている。
（課題・改善点）
　職員作業で一部の部屋の整理をしたが、その後保管場所が異なる教
材や物品の物置場になることがある。また、学習指導要領の改訂に伴
い、改めて備品の精査をしていく必要がある。

Ａ

（成果）
　バランスアップカードに基づいた起床時刻調査では、保護者と相談して決
めた起床時刻の目標達成率は81% であった。６割の児童は自分の目標が達成
できていた。実際は、6時30分までに起きる児童が74％、7時までに起きる児
童は23％でほぼ良好といえる。平均起床時刻は6時20分であった。
（課題・改善点）
　目標達成率が低い学年は5年・2年・6年である。起床時刻が遅い児童は固定
化している。個別に保護者に家庭での様子を聞くとともに、早起きすること
が睡眠時間の確保に結びつくことを児童も含めて働きかけていく。継続した
取り組みは効果に結びついているので、さらに「早寝早起き朝ごはん」の大
切さを学級で発達段階に応じた指導を行っていく。
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【家庭・地域との連携協力体制
の確立】
　家庭や地域と学校との繋がり
を大切にし、家庭と地域の教育
力を生かした学校づくりを行
う。

（児童アンケート）
保護者とともに決めた「家庭生活」の約束（重点目標）
を達成することができたか。
ア　できた　　　　　　　イ　だいたいできた
ウ　あまりできなかった　エ　できなかった

（保護者アンケート）
お子さんは「家庭生活」の約束（重点目標）を達成する
ことができましたか。
ア　できた　　　　　　　イ　だいたいできた
ウ　あまりできなかった　エ　できなかった

児童アンケート・
保護者アンケートともに
Ａ…ア＋イが９０％以上
Ｂ…ア＋イが８０％以上
Ｃ…ア＋イが７０％以上
Ｄ…それ以下

(児童アンケートの結
果)
ア＋イ…86％
(保護者アンケートの結
果）
ア＋イ…62％

D

（成果）
　学年の子ども達の様子から、家庭と学校が連携して「子ども達のよ
り良い成長のために」に取り組む趣旨をＰＴＡ総会で確認し、懇談会
で話し合い、保護者と担任で一緒に約束をつくったので、家庭も学校
も互いに意識できる。内容も、具体的な行動なので、何をすればよい
かがわかり取り組める。
（課題・改善点）
　４月末に決め、しばらくは児童も保護者も担任も意識出来ていた
が、時間と共に忘れてしまっていた学年がいくつか見られる。児童と
保護者との肯定的評価の差も大きい。この結果を共有し、２学期以
降、意識して取り組んでいくための声掛け啓発が必要である。

(バランスアップカード
５月の結果)
起床時刻めあて達成度
ア：５７人（74.0％）

環
境
整
備

【学習環境の整備・校内環境美
化】
　各教室等の整理整頓を行い，
スムーズに授業が始められるよ
う努める。

（職員アンケート）
全職員で教室等の点検や整理整頓を行い，校内の美化を
進めることができたか。
（校舎外と体育館・１Ｆ・２Ｆ・３Ｆの4か所に於いて）
ア：３か所以上
イ：２か所
ウ：１か所
エ：どこも不十分

Ａ…ア
Ｂ…イ
Ｃ…ウ
Ｄ…エ

保
健
・
安
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の
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【自己健康管理能力の向上】
　めあてを持って，自らよりよ
い生活習慣を実践しようとする
態度を育成する。

（バランスアップカードの結果）
早起きのめあてが守られた。（保護者とめあてを相談）
ア　７０％以上　　　　　　　　イ　６０％以上
ウ　５０％以上　　　　　　　　エ　５０％未満

Ａ…ア
Ｂ…イ
Ｃ…ウ
Ｄ…エ

特
別
支
援
教
育
の
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【特別支援教育の充実】
  個に応じた配慮に加え、ユニ
バーサルデザインを意識した，
誰にとっても支援となる授業の
工夫を図る。

（教職員アンケート）
シンプルで視覚的に分かりやすい掲示物ができた
か。
ア　できた　　　　　　　イ　だいたいできた
ウ　あまりできなかった　エ　できなかった

教職員アンケート
Ａ…ア＋イが９０％以上
Ｂ…ア＋イが８０％以上
Ｃ…ア＋イが６５％以上
Ｄ…それ以下

職員アンケートの結果
ア＋イ　100％
（ア　36％）

Ａ

（成果）
　職員アンケートの結果から、全ての職員が視覚的にわかりやすい掲
示を意識しているといえる。また、児童にとって重要な用語をオレン
ジの紙に書いて掲示するなど、全職員で取り組んでいることで、どの
子にとっても何が大切な用語なのか視覚的にわかりやすくなってい
る。校内研の中でも、ユニバーサルな視点でお互いにアドバイスする
姿も見られ、日々の実践につながっている。
（課題・改善点）
　物品のユニバーサルを意識することは定着してきているので、全て
の子どもたちが授業に参加できるという面でのユニバーサルを、もっ
と意識していく必要がある。
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